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回 授業日 内 容（予 定） 
1 12 月 22日 記数法・計算法     
2 １月 12日 平方根・開平法     
3 １月 19日 求積法（面積・体積）  
4 １月 26日 日本の数学・西洋の数学
 実際には，1 回目の内容の後半が 2 回目に
ずれ込んだため，次に示すような内容の実施
となった。 
回 授業日 内 容 
1 12 月 22日 記数法・計算法(1)   
2 １月 12日 記数法・計算法(2)   
3 １月 19日 平方根・開平法     













































































1 19  1 23
＼2 38  ＼10 230
＼4 76    ＼ 2 46
和 6 114  和 12 276
また，13倍を求めるには13=1+4+8 を用い，




83 157  ＼ 1 157
41 314  ＼ 2 314
×20 628  4 628
×10 1256  8 1256
5 2512  ＼16 2512
× 2 5024  32 5024
1 10048  ＼64 10048











って順番に 6,7,8,9,10 と番号を付けておく。 
例えば，6×8=48 を計算するのに，左手の 6
の指と右手の 8の指を合わせる。左手の指を
6－5=1 本小指だけ折り，右手の指を 8－5=3 
本中指から小指まで折る。すると折った両手











































（ 十 進 法 に 直 す と ） 25.411700  や
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